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北大水産業報
29(1)， 1-6. 1978. 

ハネソゾの胞子発生と生活史

能登谷正法・須田昌宏・斎藤 韻

Spore Germination and Life History of Laurencia 

pinnafa Y AMADA 

Masa油 oNOTOYA*， M制ahiroSUDA'"阻 dY uzuru SAITO* 

Abstract 

Developmenもofc押 0・a.nd偽名，rasporegermlings of L側 ，renciap伽仰 Ya.m:吋晶
W品目 foundもobe of the“disωid erecもも.ype". Thisもypewω 凶 he凶orepo陶 d
in bothL.l印刷t抑 α(Gmelin)L品，mourouxfrom Europe阻 dL.n'を仰側伽 Yam吋品
企omJ:句阻. Te色rasporegermlings grew in色oei品。，rmale or female g，晶metophyt倒
h乱1:1 ra.tio， a.nd the fem晶lesgave riseもoone ripc ~戸初旬rp on回 chfrond with-
h 部品，ysa.f1句rもetrωporeliberωion. Both c町posporegermlings fromぬ.ealg踊
collected inぬ.efield and from the a.bove labo則 oryculture m晶tureda.nd formed 
tetraspor岨 .giawithin 26 d晶戸畠ftersc品中osporeliberation. Thus，色heli島 hisωη
of L. pinnata YanJ.ad晶 isprovenもobelong toもhe“PolY8ip.加偽ia-type". All 
three forms of色hea.福島em品turedat no more th晶.n1-2 mm tall in culture. Mos色
cultures were ca.rried ou色inProvasoli's ES medium抗 200C，品.nda. pho色operiod
of 12: 12 hr under 35∞lux. 

緒言

江の島産の標本にもとずいて設けられた LaurenciapiTITUZta Yamadal}ハネソゾの分布について，

岡村のは“琉球ヨリ函館ニ至Jレ太平洋岸及日本海a 比較的深所ノ産カ?"と記している。それを裏づ

けるように，函館の立待岬付近では浅所で生育するのは見られないが， 春から夏にかけて磯に打ち揚

げられる。その個体数はきして多くないとはいえ，充分な活力のある藻体が得られるので， 本種でま

だ明らかにされていない胞子発生様式を観察するため培養実験を試みたと ζろ， 条件によっては意外

に早く成熟し，イトグサ型の生活史も完結させるととができたので， ζ乙に結果を報告し， 同属の他

種の胞子発生と比較するとともに，野外における生活史K関する考察も試みたい。

乙とに結果についての討議をいただいた北海道大学水産学部の正置富太郎先生はじめ， 水産植物学

講座の諸賢に感謝の意を表す。

材料及び方法

1977年5月5日から同年の8月4日にわたる期間の前後10回，函館の立待岬付近で打ち揚げによ

る材料を採集した{表 1)。そのうち 6月22日採集の四分胞子体と 7月16日採集の嚢果を持つ雄性体

から四分胞子と果胞子を放出させ，培養実験に供した。母藻は枝端で成熟の進んだ部分だけを切り取

って減過海水で洗い，スライドグラスを敷きつめたシャーレ11:5ppmのGe02添加の猪過海水をみた

事北海道大学水産学部水産植物学講座
(Lαboratory 01 M arine Bo句協，y，Facul勿 01FiBkeries， Hokkaido University) 

- 1ー



北大水産象報 29(1). 1978. 

した中に入れ，約20・C，3001xの下に1晩放置し，胞子がスライドグラスに付着するのを確かめてか
ら矯養液に移した。培養液は邸p3)を用い， 3-6日tζ1度換水した。その後， サンヨー低温恒湿器

SHR-100M型と 40Wの白色獲光灯を使用し，生長11:好適な条件をしらべたと ζろ， 3500lxと20.C

のもとで苅結果を得たのでその条件を一定にし， 12時間ずつの明期と暗期で培養を続けた。

結果及ぴ考察

1. 胞子発生

表1の採集記録から明らかなように，函館の立待岬付近における Laurencia〆担nataYamadaハネ
ソゾは， 5月初旬あるいはそれ以前から 7月中旬頃まで生育し，雄性体がまず6月初旬に成熟し， そ

れ以後ほぽ四分胞子体，雌性体上の嚢果， という!即ζ成熟11:到るものとみられる。なお 7月20日

にも同地に赴いたが1個体も採集できず， 8月iと到ってからも数回出向いたが， 同様11:見出すζとが

できなかった。

放出された両性胞子は，ともに濃密に紫紅色の色素体を有する球形で，直径は四分胞子で 56-73，.m，

平均65.2土4.2，.m，果胞子で 66-79，.m，平均70.4士3.2，.mであった。 ζのよう11:，果胞子の方が四

分胞子よりいくぶん大型なととは真正紅藻類の多くの種で知られている乙とであるが，Laurenciaソ

ゾ属11:関しては Feldmann4)，斎藤の及ぴ伊藤6)の指摘があり，今回の結果はそれらと吻合する。ま

た，従来知られている最小の胞子は 53.0，.mを示した Laurenciaokamurai Yamadaミツデソゾの四

分胞子のであり，最大のものは 120，.mを示した LaU1・enciaが'nnatifida(Gmelin) Lamourouxの四

分胞子η であるが，今回計測したL仰 renica片Z加 taYamada ハネソゾの胞子はそれらの範囲内にあ

って，いくぶん小型な方に寄っている，といえよう。

Daぬ

5 May 
26 May 
9 Jun. 
17 Jun. 
22 Jun. 
15 Jul. 
16 Jul. 
17 Jul. 

To句l

Tぬle1. Record 01 collect伽 01Laurencia pi銘棚taYamadα，糊T
Cape Tachimachi， Hakodate， Hokk侃品。仇 1977.

S句，rile 8 ♀ @ 

T 
1 
4 s 
5 s 
6 T 

1 s 
s 

2 

23 6 4 n 

Toぬl

T 
1 
T 
8 
13 
4 
s 
2 

45 

両性胞子の発生には，四分胞子より果胞子の方がいくぶん早く進展する， という程度の差異が見ら

れるとはいえ，その示す形態発生過程は全く同ーと見なすζとができる(図 1，2)。両性胞子とも，放

出されて後10時間内外までは一般に海水中を浮遊しているのが普通であるが， やがて基質のスライ

ドグラス上に付着して楕円体状に伸長する。放出後24時間もすれば， 大多数の四分胞子発生体は長

軸に直交する分苦手l面で2分割され，次いでそれと平行に走る 2つの分割面によって4個細胞の発生体
となり， 1端の細胞は細くとがり，色素体も薄くなって，仮根原基の方向が明らかになる(図 1，B)。

同じ 24時間目頃の果胞子発生体は，上記した経過の後，それまでの分割と平行な分割も更に進展し，

それとともに仮根先端に4個細胞程度の吸盤状付着器を形成するものが多い(図2，B)。胞子の放出後

3日目頃11:到れば，それまでの長軸11:直交する分割面のほか， 長軸方向ながらいくぶん乱れた方向の
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Fig. 1. Te位制，poregermlings of L側 ren化apin協atay，晶m晶d乱 A，aもetr品目:porejusも品fter
liberation， 64μm diam. s， one-day-old germling自howingfour-ωlled叫age. C，色hr伺-
d晶，y-old germling showing mulもicellul乱rstructure and the development ofぬe
b制品1adhesive dis∞id org品n. D， five-d晶，y-oldgermling showing七he品，ppe乱r晶nce
of“corp自由nceri拘 E，seven-d乱y-old germling showing もhe 晶ppe乱ranceof 
もrichoblasts品tthe top. 

分割面も形成されはじめ，小型で多面体の細胞で構成される発生体に進み， 全形は紡錘形を示す(図

l，C2，C)o 5日目頃には細胞の分裂が各細胞の生長とともに進むものとみえ， 発生体の肥大や伸長も

めだら，吸盤状付着器の発達も著しいが，顕著な変化として多数の細胞に 1個ずつのサクランポ小体8)

が出現する(図 l，D;2，D)。また果胞子発生体においては 5日目頃から毛状葉の伸長も開始される

(図 2，D)が，乙れは内部に生長点細胞が形成された乙とを示しているものと思う。また， 7日目頃

になると両発生体ともに生長がさらに著しく，頂端部から多くの毛状葉を発出するに到る(図 1，E;2， E)。

以上は，生長の最適条件と考えちれた 20oC，35∞lxでの発生過程を記述したものであるが，水温
-3-
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50μ 

Fig. 2. Carpospore germlings of L側 ren伽 p仇叩taYam乱da. A， a carpospore 酬 after
liberation， 75μm diam. B， one-d晶，y-old germling with 晶 four-celled bωal 
晶dh創ivediscoid organ. C， もhree・也，y-old germling 自howingmulticellular sもructure
晶ndぬ，edevelopme凶 ofthe b品目晶l晶dhesivediscoid organ. D， fi.VEトd晶，y-oldgermling 
showing the晶.ppearanceof“∞Irps en cerise円相dもheinitial stage of甘ichoblastsat 
色heもop. E， 飽，ven-day-oldgermling showing further developmenもofもrichobla昌弘
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‘ 

A c 1mm 
・・・・・・・・圃・・

Fig.3. M叫ureplants ob同inedfrom the culture experiments in vitro of L削M・肌Ciα pmnαω 
Yamada. A， 26.day.old male plan七fromもheculture of tetraspore. B， 32.day.old 
female planもWlもha ripe cystocarp fromもhecultllre of tetraspore. C， 24.day.old 
teもrasporiferousplanもfrom もheculture of carpospore. 

lQ'Cのもとで給養したものは体色が黄色化しはじめ，毛状業の発出数も減少する。 また照度を上昇さ

せた場合も黄色化が，とく に体の中心部で進み，周辺部では透明に変化した。また，照度を低下させ

た場合は生長が明らかに劣った。しかし毛状葉の発出数IL限ってみるなちば， 高照度条件下で明らか

に増加した。しかしs いずれの条{斗下においても健全な ものはない，とみなし，20日目以降の培養は

20'C， 3500 lxのものに限り，I1也は打ち切った。

Laurellciaソゾ属の初期発生IL関しては， 現在まで 9種についての観察， 報告がある。 Kylinη は

ヨーロッパの Laurellciapillllatifida (Gmelin) Lamourouxの四分胞子の発生を観察s 図説し，der 

Aufrechte Typusすなわち直立型と称した。猪里，f9) は本邦産の多くの真正紅藻類について胞子発生を

研究し，Laul'enciaソゾ属ではL仰 7仰 ciaC01Jψosita Yamadaキクソゾの四分胞子発生を観察し，数

本の仮根を生じる直立型であるとのべるとと もに真正紅藻類の胞子発生様式を 9型IL分げ，発生様

式にも とずく系統関係についても論及した。それKよると，Kylin7)の図説した Laurellaapim叫がda

(Gmelin) Lamourouxの胞子発生型は直立型ではなく ，吸盤直立型と称されるべきこ とになる。 斎藤町

はLaurencianipponica Yamadaウラソゾの基準産地である能生の材料によ って両性胞子の発生を観

察し， Kylin7)が Lallr訓 ciapumatifida (Gmelin) Lamourouxでみた型に近い発生型， すなわち猪

野的の吸盤直立型を示す，と報告した。さらに伊藤6)は函館付近で採れるLaU1"(mciaソゾ属の7種に

ついて胞子発生を観察し，Lauellcia obtusa (Hud回 n)Lamourouxマギレソゾ，L. in白icataLamouroux 

モツレソゾ，L. lliptollica Yamadaウラソゾ，L. okamzl1百iYamada ツデソゾJ L. Vellllsta Yamada 

ヒメソゾ及び L.capituZifo7"l"is Yamadaマルソゾの6種で，多くの胞子発生体は吸盤直立型を示し，

少数のものが吸盤状付着器を形成しないこと もあるが LaurenciainterJnedia YamadaクロソゾKお

いてはその関係が逆転し，大多数の胞子発生体は直立型となり，Cく稀に吸盤状付着器を形成するζ

ともある，と報告した。

今回観察IL供した LaureJlciaρ問 wtaYamada ハヰソゾの向性胞子の大多数は，前述した通り吸盤

直立型であって，Cく稀には吸猿状付着器の不充分なものもあったので，従来知られた同一属の多く

の種で見られる発生型と一致した， といえよう。

2. 生活史

初期発生の観察IL供した培養物中，好適条件(水温 20'C，照度 35001xで1日12時間照明) の四

ー- t> -
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分胞子発生体は， 胞子放出後26日目には高き 1.2-1.7mm 1と達し， 頂端部が盃形1<::変形する個体が

現われ(図 3，A)，その盃形凹入部には多数の精子器が認められたので.凹入部は精子器托である ζと

が明らかになった。 32日目K3iIJって 105個体の培養物を検討したと ζろ，精子器托をつけたものは52
個体をかぞえたので，約半数のものが雄性体であったという ζとになる。乙の頃になると， 精子の放

出によって培養液が白濁するので，先端が単に根棒状の個体を分離して培養を続行したと ζろ， 四分

胞子放出後36日目IL到って，高さ 2-2.5mmの発生体51個体の先端付近側面1<::，内部IL果胞子を有す

る嚢果の形成が認められ(図 3，B)，さらに3日後には直径66-73p.m，平均70.9土2.1p.mの果胞子の

放出を認めた。果胞子の色彩や形態等は野外で採集した個体の放出したものと差異はみられなかった。

ζの果胞子を同様な条件で培養したととろ， 22日自に四分胞子嚢の形成を確認した。

また，野外で採集された母藻から得て初期発生の観察IL供した果胞子発生体は，胞子放出後24日目

に高さ 2-2.5mmK生長し，梶棒状発生体の先端付近K四分胞子嚢の形成が観察され(図3，C)，その

後3-4日で胞子の放出も見られた。その四分胞子は野外から採集した個体から得た四分胞子と同様な

色彩，形状で，直径は 56ー73p.m，平均64.2土2.2p.mであった。

以上の実験結果は，野外での採集記録(表 1) と相倹って，本種のイトグサ型生活史を明示した ζ

とになるが， 2か月以内の短期間の培養で生活史を完結し， 発生体の高きが 2mm内外という極めて

小型なうちから成熟した点は興味深く，自然条件下では短期聞に多数回の世代交代を重ねている乙と

も推測される。さらに果胞子や四分胞子放出後の個体も生長を続けるので，条件によっては同一個体

が何回か成熟し，胞子の放出を行う可能性も考えられる。しかし， ζれらについては今後， 野外での

調査と並行して検討する必要があろう。
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